一般社団法人日本整形外科超音波学会学術集会・講習会規則

第1条（目的）
本規則は、一般社団法人日本整形外科超音波学会（以下「この法人」という。）の学術集会と講習会について定める。

第2条（開催）
この法人は年1回、学術集会を開催するほか、必要に応じて講演会や講習会等を開催することができる。

第3条（学術集会の会長）
学術集会の会長は社員総会において選出するものとする。

第4条（学術集会の主演者）
学術集会の主演者は正会員、特別会員、名誉会員、準会員および年度会員に限る。ただし、学会長が認めた場合はこの限りではない。

第5条（会誌投稿の主著者と共著者）
会誌投稿の主著者と共著者は全て正会員、特別会員、名誉会員および準会員に限る。ただし、学会長と会誌編集委員会が認めた場合にはこの限りではない。

第6条（学術集会の運営）
学術集会開催日および学術集会の運営は、学会長に一任する。

第7条（講習会や講演会等の開催）
講習会や講演会等の開催ならびにその主催者は社員総会において決定する。

第8条（学術集会の収支および証憑類の保管について）
学術集会の収支において、黒字となった場合その余剰金は、学会本体へ帰属し事業運営に充当する。学術集会での領収書・請求書・契約書・見積書等は、法人の監査対象となるため、終了後に原本を学会事務局へ郵送し、法定期間（原則7～10年間）保管する

第9条(学術集会収支予算の事前承認制）
大会長は収支の予算案を事前に作成し、理事会に申請すること。理事会において厳格に審査および承認する。

第10条（赤字補填の上限額制）
赤字が見込まれる場合に、理事会で適正な予算執行があったと認められる場合に限り、100万円を上限として学会から補填する。上限額の補填を依頼する場合には上申書（理由書）を理事会に提出する。また、その上限を超える赤字が見込まれる場合は、事前に理事会の承認を要する。理事会には上申書（理由書および予算修正案）を提出する。原則は上限までとするが、理事会が正当な理由（予期せぬキャンセルや天災,学術的価値のための不可欠な投資）と認めた場合は、精査の上で例外的に追加補填を承認することができる。

第11条（規則の変更）
本規則は理事会の決議で変更できる。

附則
本規則は、令和6年7月16日から施行する。
本規則は、令和8年8月7日改正





